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笂
囓

　
　
注
意
　
原
稿
に
総
て
二
十
字
づ
め
の
原
稿
用
紙

　
　
　
　
　
に
願
ひ
ま
す
（
編
輯
部
）

質
問
の
部

　
（
四
）
　
去
ろ
五
月
十
日
午
後
七
晧
三
十
七
分
、
流

星
あ
り
、
小
犬
座
の
附
近
よ
り
獲
し
、
ア
か
ゴ
座
ρ

附
近
に
て
消
ゆ
◎
光
度
負
三
等
、
青
白
、
漸
次
黄
色

蕪
評
欝
欝
軽
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
何
？
御
教
示
た
乞
ふ
（
B
T
生
）

　
（
五
）
　
わ
が
太
陽
系
に
太
陽
な
中
心
ビ
し
て
廻
蒋

し
て
ゐ
ま
す
が
、
＝
の
太
陽
た
中
心
と
ぜ
る
太
陽
系

そ
の
も
の
が
、
こ
の
大
宇
宙
問
奄
斜
行
し
つ
・
あ
ろ

か
否
か
。
即
ち
、
太
陽
に
肖
韓
の
外
に
、
公
韓
し
て

み
ろ
か
否
か
。
（
K
K
）

　
（
山
ハ
）
　
弓
団
。
プ
。
二
三
げ
Φ
ゆ
μ
地
球
の
自
曲
輯
為
臥
知
っ
て
、

居
表
の
で
す
か
？
（
ハ
ル
ミ
）

解
答
の
邸

　
（
「
）
　
二
七
で
ば
見
え
ろ
筈
で
す
が
、
八
倍
で
ば

何
う
か
省
思
ぴ
ま
ず
Q
ニ
ケ
月
も
前
か
ら
毎
夜
輝
い

て
み
ろ
の
に
、
こ
ん
な
質
問
々
出
さ
れ
ろ
君
に
、
ま

だ
土
星
潜
御
存
じ
な
い
の
で
ぜ
う
。
早
速
天
象
欄
で

位
置
た
し
ら
べ
、
早
く
知
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

若
し
環
が
見
え
ぬ
マ
＼
ア
イ
ピ
ー
ス
の
度
の
強
い
奴

々
使
へ
げ
h
よ
ろ
し
い
Q
大
舳
阻
二
野
で
、
八
倍
は
鰍
小
足
で

す
〇
四
十
倍
か
山
ハ
十
倍
た
備
へ
る
定
二
吋
で
・
も
立
派

な
も
の
で
ゆ
9
（
姫
路
プ
ソ
ア
デ
ズ
）

　
（
一
）
　
墓
蓮
鏡
の
倍
傘
こ
い
ふ
も
の
に
、
…
四
物
レ

ン
ズ
の
製
作
の
好
し
悪
し
に
．
よ
っ
て
、
ほ
ゴ
一
定
の

限
度
が
あ
q
ま
す
。
最
上
等
の
製
品
な
ら
ば
、
望
遠

鏡
に
…
謝
物
ソ
ン
ズ
の
轡
凪
径
一
瓢
に
、
つ
い
て
百
倍
の
割

合
に
ま
で
直
写
が
上
げ
ち
れ
る
虐
い
ふ
ご
ビ
で
ず
。

が
、
こ
ん
な
ソ
ン
ズ
に
稀
で
す
。
あ
な
糞
の
御
持
ち

の
八
倍
の
二
吋
ほ
買
に
れ
巻
始
め
か
ら
入
倍
の
望
遠

鏡
亡
い
ふ
．
こ
ご
に
製
作
家
が
作
っ
て
置
い
穴
の
ち
や

な
い
の
で
ぜ
う
か
。
そ
う
で
す
ビ
、
元
來
、
レ
ン
ズ

が
上
等
の
も
の
で
な
く
、
從
っ
て
倍
蓋
置
高
く
す
ろ

こ
亡
ぱ
困
難
か
も
知
れ
ま
ぜ
ん
。
勿
論
理
論
上
ば
接

眼
鏡
の
短
焦
鮎
の
も
の
な
使
へ
ば
、
鞭
っ
て
倍
寧
に

増
す
わ
け
で
す
け
れ
ご
、
私
の
想
像
す
る
所
で
に
、

あ
な
六
の
ソ
ン
ズ
匡
二
十
倍
か
三
十
倍
ま
で
遙
め
る

の
が
關
の
山
で
ぜ
う
。
そ
う
す
ろ
定
、
土
星
の
輪
ば

紹
望
で
す
。
土
星
の
輪
に
ば
是
非
三
十
倍
以
上
の
倍

傘
が
必
要
な
の
で
す
か
ら
。
（
山
本
一
清
）

　
（
二
）
　
ラ
プ
ラ
ス
の
星
雲
読
匡
幼
い
見
童
ま
で
が

聞
き
あ
弾
ま
し
．
れ
。
も
つ
ぐ
」
合
理
的
な
観
を
彼
等
匡

欲
し
て
ゐ
ま
す
。
よ
く
出
ま
す
が
、
ジ
ー
ン
ス
の
説

で
に
何
う
で
す
。
（
姫
路
プ
レ
ア
デ
ス
）

　
（
二
）
　
私
1
1
下
校
で
カ
ン
ト
・
ラ
プ
ラ
ス
の
星
雲

説
な
教
ば
り
、
後
日
、
書
物
な
讃
み
ま
し
て
其
れ
が

最
早
信
じ
ら
れ
な
く
な
つ
六
説
で
あ
る
を
知
り
、
教

へ
て
頂
「
い
六
先
生
に
解
す
る
寧
胴
敏
の
念
が
可
な
一
り
藩
励

い
だ
経
験
か
ら
、
輩
に
、
過
去
の
學
説
で
あ
っ
て
現
在

ば
信
じ
ら
れ
て
み
な
い
事
、
及
び
此
の
説
の
戊
立
し

な
い
習
々
も
併
ぜ
て
御
教
へ
遊
ば
し
糞
ら
如
何
亡
存

じ
ま
す
。
（
C
Y
）

　
（
三
）
　
海
王
星
ゆ
μ
一
入
四
山
ハ
』
牛
に
佛
の
ル
ヴ
エ
リ

四
ご

エ
ー
電
英
の
ア
ダ
盗
ス
が
数
理
上
其
の
所
在
な
操
言

し
、
蜀
の
ガ
ッ
レ
が
ル
ヴ
リ
ェ
」
の
指
示
な
受
け
て

獲
湿
し
カ
の
で
あ
っ
て
、
共
に
海
王
星
の
獲
見
者
建

し
て
差
支
へ
な
い
ぐ
」
思
ひ
ま
す
0
｝
．
入
四
六
年
が
四

入
年
定
あ
る
の
ば
恐
ら
く
印
捌
の
間
違
ひ
で
ぜ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
C
Y
）

　
（
三
）
同
。
ぎ
》
四
目
。
。
（
英
）
一
入
四
五
年
九
月
、
新

星
（
海
王
星
）
の
位
置
に
鎖
す
る
計
算
表
な
グ
リ
ニ
ツ

チ
天
田
法
長
諺
帥
曙
に
提
出
す
。
　
》
5
・
の
怠
慢
及

㎝訣

u
旧
こ
れ
に
獅
陥
測
秘
一
篇
皿
頼
さ
れ
し
ケ
ム
プ
リ
ツ
ず

の
Ω
缶
」
尻
の
手
元
に
幡
羅
な
ろ
恒
星
表
な
か
り
し
宏

め
新
星
の
實
地
観
測
即
ち
護
見
逞
延
ぜ
る
間
に

巨
①
＜
①
三
興
（
佛
）
一
入
四
六
年
九
月
二
十
三
日
伯
林

な
る
O
p
｝
ぽ
（
蜀
）
の
手
元
へ
V
憶
念
ら
の
計
算
表
な

迭
る
う
G
氏
即
夜
望
．
遠
鏡
を
向
け
て
新
星
（
海
王
星
）

た
獲
見
ず
（
℃
Q
℃
H
①
垂
死
9
9
0
国
①
磐
①
昌
ω
よ
り
×
ハ
ル

ミ
）

　
（
三
）
　
海
ヤ
ェ
星
の
ノ
嚢
見
ゆ
μ
一
工
－
入
日
刊
四
⊥
レ
幽
ハ
」
牛
で

あ
り
ま
す
。
四
十
八
年
ビ
な
っ
て
居
ろ
の
に
間
瞑
い

で
あ
り
ま
し
六
。
訂
正
し
ま
す
。
御
影
町
の
會
員
の

方
に
厚
ぐ
感
謝
い
雲
し
ま
す
。
術
、
詳
し
く
言
へ
ば

英
町
の
ア
ダ
ム
ス
ば
ル
ベ
リ
エ
ー
よ
り
も
一
年
前
即

ち
一
千
入
百
四
十
五
年
に
海
王
星
の
軌
道
た
計
算
か

ら
出
し
て
居
象
の
で
す
が
、
そ
の
場
所
に
匡
そ
う
言

ふ
遊
星
ば
み
禺
さ
れ
決
ぜ
ん
で
し
距
。
ル
ベ
リ
エ
ー

が
計
算
か
ら
駐
屯
し
六
の
ビ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ガ
ル

ソ
が
新
遊
星
即
海
王
星
な
探
し
あ
て
糞
の
に
共
に
一

千
入
百
四
十
山
ハ
年
で
ゴ
。
（
荒
太
「
生
）
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麹D

ｿ
天
文
爲
眞
工
八
ガ
キ
読
明
書

太
陽
コ
ロ
ナ
巨
日
食
皆
既
の
時
に
の
み
見
え
ろ
珍
現
象
。
特
に
之
れ
匡
一
九
一

　
　
入
（
大
．
正
七
）
年
六
月
八
口
の
日
食
な
来
國
ワ
イ
オ
ミ
ン
州
グ
リ
ン
q
ブ

　
　
一
で
撮
つ
六
も
の
。
當
時
江
太
陽
活
動
の
最
盛
期
で
あ
っ
糞
か
ら
、
コ
ロ

　
　
ナ
に
南
北
極
か
ら
も
赤
遣
部
か
ら
も
盛
ん
に
放
射
し
て
み
る
。
（
ヰ
ル
ソ
ン

　
　
山
天
文
台
）

太
陽
爲
薦
と
分
光
太
陽
爲
眞
H
共
に
㎜
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
ご
月
中
頃
に

　
　
ヰ
ル
ソ
ン
山
で
撮
つ
六
も
の
。
左
の
に
多
く
の
黒
黙
群
の
丼
列
す
ろ
様
潜

　
　
現
引
し
て
み
ろ
。
右
の
に
カ
ル
シ
ウ
ム
光
で
撮
つ
れ
も
の
で
、
黒
黙
の
多

　
　
い
太
陽
の
中
緯
度
に
壮
大
な
カ
か
シ
ウ
ム
雲
の
輝
や
く
有
檬
為
見
ぜ
て
る

　
　
る
O
（
ヰ
ル
ツ
ン
山
天
交
ム
ロ
）

月
1
1
月
含
量
ぐ
ら
み
の
月
の
爲
眞
で
あ
ろ
。
中
央
よ
り
少
し
く
東
寄
畦
の
あ
た

　
　
り
が
日
光
葎
横
か
ら
受
け
て
み
る
実
め
、
凸
凹
の
表
面
片
言
が
此
の
あ
六

　
　
り
最
も
鮮
や
か
で
あ
る
Q
南
は
〃
ラ
弄
ウ
ス
や
テ
イ
ヒ
ヨ
や
ロ
ン
ゴ
モ
ン

　
　
タ
ー
ヌ
ス
竺
狸
の
大
斗
㌧
な
山
　
々
か
ら
、
曇
電
の
海
た
戯
凹
え
て
コ
ペ
〃
二
〃
ス
山
　

　
　
ε
其
の
．
放
射
線
條
が
明
ら
か
に
夕
ば
れ
、
雨
の
海
の
中
に
匡
ア
ル
キ
メ
デ

　
　
ス
や
エ
ラ
ト
ス
．
テ
ネ
ス
、
北
旦
斤
に
．
匡
プ
ラ
ト
ー
の
山
々
も
見
え
て
み
ろ
。

　
　
西
に
に
晴
の
海
、
豊
饒
の
海
か
ら
、
紳
酒
の
海
や
危
難
の
濁
立
海
も
井
ん

　
　
で
る
ろ
。
何
三
肖
っ
て
も
、
月
世
界
の
最
も
興
味
深
い
も
の
が
揃
っ
て
置

　
　
面
に
浮
き
上
っ
て
み
ろ
。
（
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
引
台
）

土
星
H
二
重
三
重
仁
輪
な
持
つ
π
面
白
い
土
星
の
下
歯
で
あ
ろ
Q
土
星
其
の
も

　
　
の
が
自
纏
の
速
い
れ
め
に
南
北
軸
の
可
な
り
短
か
い
替
圓
禮
に
な
っ
て
ゐ

　
　
る
の
が
｝
見
明
瞭
で
あ
る
。
輪
仁
ば
有
名
な
カ
シ
こ
空
隙
が
力
強
く
現
ば

　
　
れ
、
叉
、
縮
緬
蔵
書
呼
ば
れ
る
淡
い
輪
も
確
か
に
爲
っ
て
み
ろ
。
霊
の
右

　
　
下
に
可
愛
ら
し
い
衛
星
が
一
つ
俘
ん
で
み
る
の
も
一
興
。
（
ヤ
ー
キ
ー
ス
天

　
　
丈
台
）

ハ
レ
イ
彗
星
1
1
一
時
に
地
球
全
禮
た
尻
尾
で
な
で
六
筈
の
雌
の
大
彗
星
が
、
今

　
　
刻
一
刻
地
球
か
ら
離
れ
て
獅
子
座
の
天
々
急
行
し
て
み
ろ
爲
眞
で
、
日
に

　
　
一
ゐ
ル
一
〇
ハ
明
治
四
十
・
一
二
）
転
†
山
門
日
刀
山
ハ
山
回
の
旧
諏
影
ぜ
な
っ
て
み
る
O
頭
部
か

　
　
ら
流
…
出
す
る
尾
の
大
・
ぜ
な
光
芒
。
が
義
軍
倶
の
隅
か
ら
隅
…
へ
蜀
角
綿
…
に
延
び
て

　
　
多
く
の
恒
星
重
し
て
顔
色
無
か
ら
し
め
て
み
ろ
O
l
尾
の
複
．
雑
な
構
造

　
　
を
見
よ
！
ヘ
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
爵
台
）

ヘ
ル
ク
レ
ス
星
團
1
ー
メ
シ
ア
表
第
十
三
號
の
此
の
有
名
な
球
歌
星
團
匡
、
夏
の

　
　
夕
、
ち
ら
定
肉
眼
に
も
認
め
ら
れ
ろ
程
の
大
き
な
宇
宙
で
あ
る
Q
シ
ヤ
プ

　
　
ソ
イ
教
授
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
地
球
か
ら
の
距
離
三
萬
五
千
光
年
、
從
つ

　
　
て
直
径
＋
五
分
に
も
廣
が
る
全
髄
の
端
か
ら
端
ま
で
の
距
離
も
無
慮
一
百

　
　
光
年
。
（
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
台
）

了
ン
ド
ロ
メ
艇
大
星
雲
H
月
秘
四
つ
井
べ
六
程
に
も
見
え
る
大
、
⊥
震
Q
慧
蓮
鏡

　
　
で
に
只
㎡
ン
ヤ
り
ご
雲
霧
の
や
う
に
し
か
見
え
な
い
が
、
ヰ
ル
ソ
ン
山
の

　
　
百
吋
鏡
で
撮
つ
れ
既
の
腐
乱
に
に
、
全
艦
が
幾
億
建
い
ふ
星
々
の
密
集
團

　
　
で
あ
る
藁
相
か
鮮
や
か
に
見
ぜ
て
る
ろ
。
ハ
プ
ル
氏
に
よ
れ
ば
晋
々
か
ら

　
　
の
距
離
九
十
五
萬
光
年
。
1
傍
に
二
三
の
純
が
ス
星
雲
が
出
局
っ
て
み
ろ

　
　
の
匡
比
較
研
究
の
六
め
に
も
好
い
。
（
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
台
）

狸
犬
座
大
星
馨
月
お
よ
そ
渦
巻
星
雲
の
申
で
為
れ
ほ
こ
美
的
な
形
匡
な
い
。
星

　
　
の
少
な
い
此
の
星
座
で
ば
あ
ろ
が
、
此
の
星
窯
の
あ
る
六
め
に
嶽
犬
座
に

　
　
名
高
い
。
星
雲
の
直
穿
に
長
身
が
十
二
分
で
、
幅
が
六
分
の
角
度
に
ひ
ろ
が

　
　
り
、
谷
い
六
下
の
匹
π
腕
の
端
は
又
一
つ
の
星
雲
亡
な
っ
て
み
ろ
。
　
（
ヰ
ル

　
　
ソ
ン
山
門
山
脚
小
－
吋
に
「
て
、
）

土
一
り
．
！
座
の
渦
極
星
融
雪
n
ド
レ
ー
ヤ
ー
新
子
の
第
二
四
H
O
廿
一
號
Q
渦
巻
の
形
匡

　
　
角
度
十
六
分
に
も
擾
が
つ
て
、
形
ば
見
事
で
あ
ろ
。
特
に
此
の
爲
眞
ば
ゾ

　
　
ン
・
マ
ー
ネ
ン
氏
の
登
見
し
た
内
部
蓮
動
た
示
す
た
め
に
羽
替
其
の
儘
た

　
　
表
匡
し
、
一
千
三
百
年
間
に
各
星
が
移
化
す
ろ
道
程
か
矢
の
長
さ
で
示
す
。

　
　
宇
宙
進
化
の
嚴
瀦
な
事
實
を
見
ぜ
て
る
ろ
。
（
ヰ
ル
ソ
ン
山
六
十
吋
に
て
）

オ
リ
オ
ン
の
大
星
期
日
天
全
囎
で
最
も
名
高
い
星
座
の
最
も
名
高
い
星
雲
。
彪

　
　
大
な
水
素
ガ
ス
の
輝
や
く
一
心
で
、
蘇
に
此
の
爲
眞
に
見
え
て
み
る
細
か

　
　
い
組
織
ば
、
爲
貫
な
れ
ば
こ
そ
。
眼
で
匡
亡
て
も
認
め
ら
れ
な
い
筈
Q
此
の

　
　
大
き
な
ガ
ス
雲
に
、
此
の
あ
れ
り
な
中
心
ぜ
し
て
、
全
ナ
リ
ナ
ン
星
座
に
獲

　
　
が
り
、
吾
が
宇
宙
の
単
核
か
形
成
し
て
み
る
。
距
離
六
百
五
十
光
年
。
（
ヰ

　
　
ル
ソ
ン
山
の
六
十
叶
で
三
月
…
間
曝
・
晶
蕗
撮
影
）

四
三


